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Safety ::>tanclards for construction of /eneer Lathes 



1. 適用 範囲 この 規格 は， ベニヤ レース ひ） （レース チャージ ャを 含む。） の 安全 構造， 取扱説明書， 検査 票 及び 表示 
について 規定す る。 



注 ひ） JIS B 0114( 木材 加工 機械の 名称に 関する 用語） を 参照。 

2. 用語の 意味 この 規格で 用いる 主な 用語の 意味 は， 次に よる。 

(1) 原木 搬入 装置 レース チヤ一 ジャ において， 原木 を 前 処理 工程 部門から 原木 心 出し 装置まで 搬入す る 機構。 

(2) 原木 心 出し 装置 レース チヤ一 ジャ において， 原木 をべ ニヤ レースに 供給す る 際， 最も 有効に 利用す るた め 
原木の 回転 中心 を 決める 機構。 

(3) 原木 供給 装置 レース チヤ一 ジャ において， 原木 を 確実に 把持して， ベニヤ レースに 供給す る 機構。 

(4) クッション スタート 原木 供給 装置 を 作動す る 際， 次第に 加速 させ 設定 速度に する 方法。 ソフト スタートと 
もい う。 

(5) クッション ストップ 原木 供給 装置 を 停止す る 際， 次第に 減速 させて 停止す る 方法。 ソフト ストップ ともい 

'つ。 

(6) 原木 切削 装置べ ニヤ レースに おいて， 原木 を 確実に 把持し 切削す る 機構であって， 次の ものから なる。 

(a) かんな 合 原木 を 切削す るた めの ナイフ， ノー ズ バーな ど を 取り付ける 台。 

(b) スピン ドル 原木 を 把持して 切削 するとき， 回転 中心と なる 軸。 

(C) ベンディング 防止 装置 原木 切削 時， その 径が 次第に 細くな り， 刃物と スピン ドルに 押されて 生じる 曲 
がり を 防止す る 装置。 

(7) インター ロック 機械. 装置 を 安全， かつ， 効率的に 作動させる ため， 各 装置 間の 動き を 規制す る 機構。 

3. 安全 構造 

3.1 原木 搬入 装置 原木 搬入 装置 は， 次に よる。 

(1) 搬送 コンペ ャは， 原木 を 安全， かつ， 確実に 搬送す る ことができる ものである こと。 

(2) 心 出し 部への 搬入 コンペ ャは， 作業 者が その 操作 スィッチから 手 を 離す ことによって， 直ちに 停止す る 構 
造の ものである こと。 

3.2 原木 心 出 し 装置 原木 を 受け止める V ブロックから 原木が 容易に 転落し ない 構造の もので なければ ならな 



3.3 原木 供給 装置 原木 供給 装置 は， 次に よる。 

(1) 原木 把持 中， シ リンダ 内の 圧力 低下 を 防止す る 機構 を 備えるな ど， 確実に 原木 を 把持す る ことができる 構 
造の ものであって， 圧力が 低下し 始めた 場合， これ を 知らせる 替報 装置 を 備えた ものである こと。 

(2) 原木 供給の 際， 作動 開始 時 又は 停止 時の 反動に よる 原木の 落下 を 防止す るた め， クッション スタート 及び 
クッション ス ト ップ 機構 を もつ ものである こと。 



引用 規格 ： JIS B 0114 木材 加工 機械の 名称に 関する 用語 
関連 規格 ： J1S B 6507 木材 加工 機械の 安全 通則 
JIS B 6542 ベニヤ レース 
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3,4 原木 切削 装置' 原木 切削 装置 は， 次に よる。 

(1) 刃物の 取 付け 及び 取 外しが 確実， かつ， 容易に できる 構造の ものである こと。 

(2) 刃 口の 調節， 清掃 等が 安全， かつ， 容易に できる 構造の ものである こと。 

3.5 運転 操作 整の 設置 位置 運転 操作盤 は， 作業 者が その 前後 工程 を 十分に 見渡す ことができる 位置に 設置され 
ている もので なければ ならない。 
3.6 電源 遮断 時 及び 再 始動の 危険 防止 電源 遮断 時 及び 再 始動の 危険 防止 は， 次に よる。 

(1) 動力が 遮断され た 場合に， 油圧に よる 原木 及び 刃物の 把持， かんな 台の 刃 口 開閉 等が 動力 遮断 前の 状態 を 
維持す るか， 又は 安全 側に 作動す る 構造の ものである こと。 

(2) 停電 後， 動力源が 復元 されても， 自動的に 再 始動す る こと を 防止す るた めの 機構 を 備えて いるもの である 
こと。 

3.7 インター ロック インタ一 ロック は， 次に よる。 

( 1 ) 自動 運転の 場合の 心 出 し 用 V プロ ッ クは， 原木 横 押 し シ リ ンダの 前進 中 又は 後退 中， 及び 原木 供給 装置が 
中間 停止 位置よ り 心 出し 用 V プロ ッ ク 側に あるとき は 上昇し ない ものである こと。 

(2) 心 出し 位置に ある 原木 供給 装置 は， 心 出し 用 V プロ ッ クが 下降 限 にないと ベニヤ レース 側に 進まない もの 
である こと。 

(3) 原木 供給 装置 は， ベニヤ レースの スピン ドルが 後退 限で ベン ディ ング 防止 装置が 上昇 限 にないと 前進の 押 
し ボタン を 押し 続けても 中 間 停止 位置で 止 まる ものである こと。 

(4) 中間 停止 位置に ある 原木 供給 装置 は， ベニヤ レースの スピン ドルが 後退 限で， ベンディング 防止 装置が 上 
昇 限 にないと ベニヤ レース 側に 進まない ものである こと。 

(5) 原木 供給 装置 は， 装置 自体が ベニヤ レースの スピン ドル 中心 位置に あり， スピン ドルが 前進し， かつ 原木 
把持が 完了して いないと 原木 取 外し 押しボタン を 押しても 原木 は 取り外し でき ない ものである こと。 

(6) 原木 供給 装置 は， 原木 把持 具 力、' 安全な 範囲に ある 時 以外 は， ベニヤ レース 側から 心 出し 装置 側に 戻らない 
ものである こと。 

(7) ベニヤ レースの かんな 台と スピン ドル は， 前進 限 及び 後退 限リ ミット スィ ツチ を 設けるな どし， 両者が 接 
触し ない 機構 を もつ ものである こと。 

(8) かんな 台の 刃 口 開閉 用 手 もと スィ ツチ を 操作 中には， 運転 操作盤で スピン ドルの 回転， 刃 口の 開閉 及び か 
んな 台の 前進 又は 後退の 操作 を 行う ことができな い 機構の ものである こと。 

3.8 作業 床 作業 床 は， 次に よる。 

(1) 運転 操作盤の 作業 床に は， 手すりな どが 設けられ ている こと。 

(2) 刃 口の 清掃 及びけ （S) 引き ナイフの 調節 を 行うた めの 作業 床が 設けられ ている こと。 
( 3 ) 作業 床の 床 面に は 滑り 止め か Iffe されて い る こと。 

3.9 回 |£ 部分の 覆い 歯車， プーリ， ベルトな どで 運転 中に 接触に よって 卷き 込む おそれの ある 部分に は， 覆い を 
設けなければ ならない。 

4 取扱説明書 ベニヤ レースに は， 取扱説明書 を 添付し， 形式' 仕様 '構造' 工具 '操作' 保全 ♦ 点検' 整備 '据 

付け • その他 安全 上の 留意 事項な ど， 安全 確保に 必要な 事項 を 記載す る。 

5. 検査 累 ベニヤ レースに は， 安全に 関する 検査 票 (検査 項目と その 結果） を 添付す る。 

6. 表示 ベニヤ レースに は， 見やす い 箇所に 容易に 消えない 方法で， 次の 事項 を 表示す る。 

(1) 製造業 者 名 

(2) 製造 年月 及び 製造番号 

(3) 形 式 
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(4) 取り付ける ことができる 原木の 最大 長さ 及び 最大 直径 （レース チャージ ャ） 

(5) 刃物 取 付 面の 長さ 及び 振り （ベニヤ レース） 

(6) スピン ドルの 直径 

(7) スピン ドルの 最高 回転 速度 

(8) その他 安全 上， 特に 必要な 事項 



喻內容 について のお 問合せ は， 枝 術 部 規格 発^へ FAX ： 03 - 3405 ― 5541 で ご 連 格く ださい。 

★ JIS 規格 > ず: の 正 あま^が |£ 行され た 場 含 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当協会発行の月刊^ "棟^«化ジャーナル" に， 正 ■ IS の 内容 を 掲載いた します。 

(2) 毎月 第 3 火 W 日に， "日 轻産莱 新 M" 及び" 日刊 工業 新 W" の JIS 発行の 広告欄で， 正誤 票 
が * 行 さ れた JK 規格 番号 及 び 規格の 名称 をお 知 ら せいた し ま す。 

なお， 当 ほ 会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている «n で 正 K 票が ％ 行 ざれた 場合に は 自動 
的に お送りい たします。 

★ JIS 規格 票の ご注文 及び 正 R 察 を ご 希 3 の 方 は， 普及 事業 節 普及 業務 » (FAX ： 03 一 3583 一 0462) 
又は 下 E の 当 » 会 各 支 « へ FAX でお 顧い いたします。 
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